
１
月
２
９
日
、
第
３

７
回
青
年
婦
人
部
総
会

を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
考
慮

し
本
社
＋
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併

用
に
て
開
催
し
役
員
を

含
め
１
５
名
が
参
加
し

支
部
か
ら
は
上
村
委
員

長
と
前
山
常
任
が
参
加

し
ま
し
た
。

冒
頭
、
吉
田
青
年
婦

人
部
部
長
よ
り
、
「
コ

ロ
ナ
禍
で
も
若
い
組
合

員
同
士
で
対
話
し
、
明

る
い
職
場
環
境
を
め
ざ

そ
う
！
！
！
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
開

会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た

後
、
東
京
Ｃ
Ｓ
分
会
の

林
さ
ん
が
議
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
上
村
委
員
長

よ
り
支
部
代
表
の
挨
拶
が

あ
り
、
会
社
を
取
り
巻
く

状
況
と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
組

合
活
動
と
、
今
後
の
青
年

婦
人
部
に
求
め
る
も
の
に

つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
引
き
続
い
て
前
山
常

任
よ
り
神
田
支
部
22
春
闘

方
針
（
案
）
の
概
要
に
つ

い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
休
憩
を
挟
み

吉
田
青
年
婦
人
部
長
か
ら

は
、
２
０
２
１
年
度
活
動

報
告
と
そ
の
総
括
、
会
計

報
告
・
監
査
報
告
、
２
０

２
２
年
度
運
動
方
針
案
、

予
算
編
成
に
つ
い
て
、
日
々

の
活
動
状
況
や
現
状
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
２
春
闘
青

年
婦
人
部
独
自
要
求
（
案
）

に
つ
い
て
の
提
案
が
行
わ

れ
、
以
下
の
内
容
で
確
認

し
た
。

①
自
己
申
告
書
制
度
の

拡
大

現
状
総
合
職
職
員
に

の
み
実
施
さ
れ
て
い

る
、
年
２
回
の
自
己

申
告
書
の
制
度
を
、

新
卒
者
３
年
目
ま
で

に
限
り
新
正
社
員
ま

で
対
象
者
を
拡
大
す
る
。

②
年
齢
給
（
２
９
歳
以
下
）

の
底
上
げ

③
総
合
職
職
員
の
家
賃
補

助
制
度
の
拡
充

現
状
８
年
目
ま
で
の
家

賃
補
助
制
度
を
、
９
年

目
以
降
（
自
己
負
担
２

０
％
）
も
単
純
延
長
す

る
。

休
憩
を
挟
ん
だ
後
、
質
疑

討
論
と
職
場
同
士
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
職

場
か
ら
の
意
見
か
ら
は
、

職
場
で
抱
え
て
い
る
「
休

み
」
「
賃
金
」
「
通
勤
」

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
多

く
の
意
見
を
出
ま
し
た
。

質
疑
討
論
後
、
新
年
度
の

役
員
体
制
案
を
提
案
し
新

た
に
北
関
東
Ｃ
Ｓ
分
会
の

飯
塚
恭
吾
さ
ん
を
事
務
局

長
と
し
て
選
出
し
、
そ
の

後
、
議
案
採
決
を
行
い
全

議
案
が
可
決
。
野
口
副
部

長
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
状
況
下
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用

で
会
議
や
総
会
を
開
催
出

来
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
。
来
年
こ
そ
は
み
ん
な

で
集
ま
り
総
会
を
開
催
出

来
れ
ば
よ
り
良
い
総
会
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
」
と

閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
最

後
に
吉
田
青
年
婦
人
部
部

長
か
ら
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
総
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

【
前
山
常
任
】

１
月
初
旬
に
社
内
便
に

て
配
布
し
ま
し
た
が
、
配

布
当
初
よ
り
問
い
合
わ
せ

が
殺
到
し
て
い
ま
す
。
残

り
僅
か
な
機
関
に
な
り
ま

す
。
ご
利
用
の
際
に
は
お

早
め
に
ろ
う
き
ん
一
ツ
橋

支
店
へ
お
電
話
を
!!

昨
年
よ
り
コ
ロ
ナ
の
影

響
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な

ど
に
よ
り
原
油
価
格
や
生

活
必
需
品
を
始
め
と
す
る

物
価
が
急
激
に
上
昇
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
自
公
政
権
は
、
雇

用
保
険
料
の
引
き
上
げ
を

柱
と
す
る
雇
用
保
険
法
な

ど
の
改
正
案
を
閣
議
決
定

し
た
。
い
ま
は
労
使
で
賃

金
の
計
０
．
９
％
を
負
担

す
る
保
険
料
率
を
４
～
⑨

月
は
０
．
９
５
％
、
１
０

月
～
２
３
年
３
月
は
１
．

３
５
％
に
す
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
枯
渇

し
た
財
源
を
手
当
す
る
の

こ
と
で
す
。

雇
用
保
険
に
は
失
業
手

当
な
ど
の
「
失
業
等
給
付
」

（
保
険
料
率
は
労
使
折
半

で
計
０
．
２
％
）
「
育
児

休
業
給
付
」
（
同
０
．
４

％
）
、
雇
用
調
整
助
成
金

な
ど
の
「
雇
用
保
険
２
事

業
」
（
企
業
の
み
０
．
３

％
）
が
あ
る
。
４
月
か
ら

雇
用
保
険
２
事
業
の
料
率

を
０
．
３
５
％
、
１
０
月

か
ら
失
業
等
給
付
の
料
率

を
０
．
６
％
に
す
る
。
月

収
３
０
万
円
の
労
働
者
の

場
合
、
負
担
額
は
１
０
月

以
降
に
６
０
０
円
増
え
て

１
５
０
０
円
と
な
る
。
２

２
春
闘
に
向
け
て
会
社
に

対
し
て
賃
金
Ｕ
Ｐ
を
め
ざ

し
て
断
固
た
る
交
渉
を
進

め
て
い
き
ま
す【

書
記
局
】

手から手へ仲間といっしょに読もう
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第
３
７
回
青
年
婦
人
部
総
会
開
催
!!

～
青
年
婦
人
部
２
２
春
闘
要
求
を
決
定
～

本社4階研修室で参加する青年婦人部役員・参加者

ろ
う
き
ん

生
活
応
援
ロ
ー
ン

雇
用
保
険
料
率
Ｕ
Ｐ

（
月
収
３
０
万
円
の
場
合
は
６
０
０
円
Ｕ
Ｐ
）
!!

２
０
２
２
年
１
０
月
～


